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昨
年
四
月
末
に
米
国
は
、
韓
国
に
高
高
度
迎
撃
（
サ
ー

ド
）
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
ま
し
た
。
サ
ー
ド
は
、
四
〇
～

一
五
〇
キ
ロ
の
高
度
で
敵
ミ
サ
イ
ル
を
破
壊
し
、
撃
墜
す

る
タ
イ
プ
の
ミ
サ
イ
ル
で
す
。 

一
二
月
一
九
日
に
は
米
国
側
の
働
き
か
け
を
受
け
、
安

倍
政
権
は
、
秋
田
県
と
山
口
県
に
二
つ
の
陸
上
イ
ー
ジ
ス

基
地
を
建
設
し
、
Ｓ
Ｍ
３
（
ブ
ロ
ッ
ク
２
Ａ
）
と
い
う
迎

撃
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す
る
と
い
う
決
定
を
下
し
ま
し
た
。

到
達
高
度
は
一
〇
〇
〇
キ
ロ
に
達
し
、
秒
速
五
キ
ロ
で
飛

び
ま
す
。
発
射
を
支
え
る
イ
ー
ジ
ス
艦
の
諸
機
能
も
陸
揚

げ
し
ま
す
の
で
、
二
千
億
円
以
上
の
支
出
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

       

米
国
は
何
の
た
め
に
韓
国
に
は
サ
ー
ド
を
配
備
し
、
日

本
に
は
陸
上
イ
ー
ジ
ス
の
建
設
を
求
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
に
と
ど
ま
ら

ず
、
中
国
・
ロ
シ
ア
の
核
ミ
サ
イ
ル
も
、
米
国
の
戦
争
シ

ス
テ
ム
の
中
枢
（
グ
ア
ム
、
ハ
ワ
イ
、
米
国
本
土
・
宇
宙
）

に
狙
い
を
定
め
て
い
ま
す
。
核
交
戦
と
な
っ
た
ば
あ
い
、

こ
れ
ら
の
核
ミ
サ
イ
ル
が
米
国
の
戦
争
シ
ス
テ
ム
の
中
枢

に
届
く
前
に
、
日
本
の
防
衛
省
に
命
じ
て
、
上
空
で
ブ
ロ
ッ

ク
さ
せ
、
撃
墜
さ
せ
る
た
め
で
す
。
日
本
上
空
を
通
過
す

る
段
階
で
、
核
ミ
サ
イ
ル
は
二
〇
〇
キ
ロ
以
上
の
高
度
に

達
し
ま
す
の
で
、
サ
ー
ド
で
は
間
尺
に
あ
わ
な
か
っ
た
の

で
す
。
以
下
、
対
象
を
北
朝
鮮
の
核
ミ
サ
イ
ル
に
絞
っ
て

【
寄
稿
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説
明
し
て
い
き
ま
す
。 

陸
上
イ
ー
ジ
ス
の
使
命
は
、
日
本
国
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
米
国
の
戦
争
シ
ス
テ
ム

を
北
朝
鮮
の
「
報
復
攻
撃
」
か
ら
守
る
こ
と
が
使
命
な
の

で
す
。
な
ぜ
「
報
復
攻
撃
」
な
の
か
。
核
ミ
サ
イ
ル
を
放

棄
し
な
い
北
朝
鮮
側
の
核
施
設
や
首
脳
部
の
隠
れ
家
に
対

し
て
、
ま
ず
米
国
側
が
奇
襲
の
「
首
切
り
」
攻
撃
を
敢
行

す
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
六
四
年
間
休
戦
中
の
朝
鮮
戦

争
の
再
開
に
至
り
、
「
地
獄
の
門
」
が
開
く
と
い
う
の
が
、

最
有
力
の
シ
ナ
リ
オ
だ
か
ら
で
す
。 

先
制
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
北
朝
鮮
は
、
当
然
、
核
ミ
サ

イ
ル
発
射
で
対
抗
し
よ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。
果
し
て
北

の
核
ミ
サ
イ
ル
を
Ｓ
Ｍ
３
で
撃
墜
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

過
去
の
迎
撃
実
験
の
実
績
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
撃
墜
で

き
る
可
能
性
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
は
北
の
核

ミ
サ
イ
ル
を
撃
墜
す
る
勢
い
で
、
Ｓ
Ｍ
３
が
接
近
す
る
と

仮
定
し
ま
し
ょ
う
。 

北
朝
鮮
側
に
は
対
抗
手
段
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
い

や
、
あ
り
ま
す
。
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
の
接
近
を
感
知
し
た
ら
、

た
だ
ち
に
爆
発
を
起
こ
せ
る
感
応
装
置
、
い
わ
ゆ
る
「
近

接
信
管
」
を
核
ミ
サ
イ
ル
に
搭
載
し
て
お
け
ば
よ
い
の
で

す
。
近
接
信
管
を
備
え
た
砲
弾
は
、
敵
機
の
近
く
に
来
る

と
、
命
中
せ
ず
と
も
爆
発
す
る
の
で
、
大
戦
中
に
日
本
軍

機
の
大
量
撃
墜
を
も
た
ら
す
功
績
を
あ
げ
ま
し
た
。
最
近

は
性
能
が
向
上
し
、
瞬
時
に
反
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

核
反
応
の
世
界
は
、
日
常
体
験
の
世
界
と
は
ま
っ
た
く

異
質
で
す
。
核
反
応
は
化
学
反
応
の
数
千
倍
の
速
さ
で
進

み
、
わ
ず
か
百
万
分
の
一
秒
で
終
わ
り
ま
す
。
強
力
な
水

素
爆
弾
の
ば
あ
い
、
五
段
階
の
核
反
応
が
必
要
で
す
が
、

そ
れ
で
も
所
要
時
間
は
一
〇
万
分
の
一
秒
程
度
で
し
ょ
う
。 

火
星
15
号
の
デ
ー
タ
に
も
と
づ
き
、
北
朝
鮮
の
核
ミ
サ

イ
ル
は
秒
速
四
キ
ロ
で
飛
ぶ
と
し
、
こ
れ
に
正
面
衝
突
す

る
勢
い
で
Ｓ
Ｍ
３
が
秒
速
五
キ
ロ
で
近
づ
く
と
想
定
し
ま

し
ょ
う
。
両
者
は
一
秒
に
つ
き
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
速
度

で
接
近
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
と
一
メ
ー
ト
ル
で
衝

突
と
い
う
時
点
で
、
北
の
ミ
サ
イ
ル
が
Ｓ
Ｍ
３
の
接
近
を

感
知
し
、
核
爆
発
を
開
始
し
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
一
〇
万

分
の
一
秒
が
核
爆
発
の
所
要
時
間
で
す
か
ら
、
わ
ず
か
九
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セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
近
づ
い
た
時
点
で
、
核
爆
発
は
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
Ｓ
Ｍ
３
が
核
ミ
サ
イ
ル
を
追
尾
す
る
形

と
な
れ
ば
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
追
い
つ
け
な
い
間
に
、

核
爆
発
は
終
わ
る
で
し
ょ
う
。 

核
ミ
サ
イ
ル
の
自
爆
は
、
日
本
の
は
る
か
上
空
の
宇
宙

空
間
で
行
わ
れ
る
可
能
性
が
濃
厚
で
す
。
そ
う
な
る
と
、

直
下
に
位
置
す
る
日
本
に
は
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
及
ぶ

の
で
し
ょ
う
か
。 

地
球
表
面
か
ら
二
一
キ
ロ
か
ら
四
〇
〇
キ
ロ
の
高
度
で
、

米
国
は
、
一
九
五
八
年
に
五
回
、
一
九
六
二
年
に
は
九
回
、

合
計
一
四
回
の
核
実
験
（
う
ち
五
回
は
失
敗
）
を
行
い
ま

し
た
。
宇
宙
核
爆
発
を
起
こ
せ
ば
、
近
く
を
通
過
す
る
ソ

連
の
ミ
サ
イ
ル
に
不
都
合
を
ひ
き
お
こ
し
、「
ミ
サ
イ
ル
防

衛
」
に
成
功
す
る
、
と
い
う
仮
説
の
実
証
が
目
的
の
一
つ

で
し
た
。 

爆
発
直
後
に
天
空
に
血
の
よ
う
に
赤
い
オ
ー
ロ
ラ
が
現

れ
、
重
力
の
作
用
で
地
球
の
周
囲
に
は
「
土
星
の
環
」
の

よ
う
な
高
放
射
性
粒
子
の
輪
が
形
成
さ
れ
、
数
ヵ
月
も
消

え
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
核
爆
発
の
発
す
る
放
射

線
と
熱
線
は
、
人
工
衛
星
だ
け
で
な
く
、
地
上
の
電
気
回

線
に
も
致
命
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
判
明
し
ま
し
た
。

宇
宙
実
験
は
「
悲
劇
の
黙
示
録
」
を
示
し
た
の
で
す
。
そ

の
結
果
、
宇
宙
を
舞
台
と
す
る
ミ
サ
イ
ル
防
衛
計
画
は
中

止
さ
れ
、
沖
縄
・
嘉
手
納
の
核
爆
弾
庫
を
守
る
ミ
サ
イ
ル

防
衛
基
地
八
ヵ
所
か
ら
核
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
・
ナ
イ
キ
ハ
ー

キ
ュ
リ
ー
ズ
が
撤
去
さ
れ
る
一
因
と
な
り
ま
し
た
。 

北
朝
鮮
の
核
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
の
は
る
か
上
空
で
自
爆

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
六
〇
年
前
の
事
態
が
再
現
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
核
爆
発
が
放
つ
放
射
線
は
、
気

体
分
子
と
衝
突
す
る
な
か
で
、
強
力
な
電
磁
パ
ル
ス
を
生

み
出
し
、
人
工
衛
星
の
各
種
機
能
を
マ
ヒ
さ
せ
、
日
本
全

土
の
電
気
回
路
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
混

乱
に
陥
れ
ま
す
。
電
気
通
信
や
交
通
は
途
絶
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

は
マ
ヒ
し
、
ス
マ
ホ
は
繋
が
ら
ず
、
停
電
が
続
き
、
冷
凍

食
品
は
腐
り
、
疫
病
が
ま
ん
延
す
る
な
ど
、
日
本
全
土
は
、

深
い
「
核
の
闇
」
に
数
ヵ
月
な
い
し
数
年
間
、
閉
ざ
さ
れ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｍ
３
が
核
ミ
サ
イ
ル

に
接
近
で
き
た
と
し
て
も
、
核
ミ
サ
イ
ル
は
「
妖
龍
」
に
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変
身
し
、
天
空
か
ら
「
核
の
雷
撃
」
を
下
し
、
日
本
を
「
核

の
闇
」
に
引
き
ず
り
込
む
公
算
が
大
な
の
で
す
。 

た
し
か
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
築
い
た
「
鉄
の
ド
ー
ム
」
の

よ
う
に
、
通
常
弾
頭
ミ
サ
イ
ル
や
ロ
ケ
ッ
ト
砲
程
度
で
あ

れ
ば
、
迎
撃
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
し
、
撃
墜
に

失
敗
し
て
も
、
大
し
た
影
響
は
生
じ
な
い
で
し
ょ
う
。
ミ

サ
イ
ル
防
衛
推
進
陣
営
は
、
こ
の
種
の
事
例
を
用
い
て
、

核
ミ
サ
イ
ル
の
迎
撃
・
撃
墜
を
正
当
化
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
核
ミ
サ
イ
ル
の
場
合
、
撃
墜
は
本
当
に
可
能
な
の

で
し
ょ
う
か
。 

か
つ
て
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
う
警
告
し
ま
し
た
。

「
核
の
時
代
は
、
す
べ
て
を
変
え
て
し
ま
っ
た
が
、
人
々

の
考
え
方
だ
け
は
昔
の
ま
ま
だ
。
こ
こ
に
最
大
の
危
険
が

あ
る
」
と
。
核
ミ
サ
イ
ル
と
非
核
ミ
サ
イ
ル
と
の
間
に
は

決
定
的
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
見
抜
き
、「
核
交
戦
に
は
勝

者
は
い
な
い
、
共
滅
あ
る
の
み
」
と
い
う
真
実
の
直
視
か

ら
出
発
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
政
府
に
は
、
専
守
防

衛
の
枠
を
厳
密
に
守
り
、
外
交
交
渉
に
力
を
注
ぐ
こ
と
を

要
求
し
ま
し
ょ
う
。
米
国
政
府
に
は
、
北
朝
鮮
の
体
制
転

覆
の
た
め
の
軍
事
行
動
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
、「
朝
鮮
戦
争

を
終
結
さ
せ
、
平
和
条
約
を
結
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
北

朝
鮮
側
の
要
請
に
誠
実
に
応
え
る
こ
と
を
求
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
、「
信
頼
・
共
生
」
を
経
て
「
非
核

の
東
北
ア
ジ
ア
」
に
至
る
出
発
点
だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。 

（
二
〇
一
八
年
一
月
七
日
）  
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（
ふ
じ
お
か 

あ
つ
し
） 

  
 

 
 

一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
京
都
大
学
経
済
学
部
、
同
大
学
院
経
済
学

研
究
科
修
了
。
経
済
学
博
士
。
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
。
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
「
宇
宙
の
軍
事
化
と
核
戦
場
化
に
反
対
す
る
地
球
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
理
事
。
藤
岡
の
著
作
は
、http://w

w
w.peaceful.biz/ 

に
ア
ッ
プ
し
て
あ
り
ま
す
。「
地
球
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動
は
、 

http://w
w

w.space4peace.org/ 


